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IV稚 樹 刈 出試 験

1.目 的

ミズナラ天然下種更新におい ては、稚樹の発生から5年 生頃までの期間は環境の変動、そ

のほか諸被害に対する抵抗性が比較的弱 ぐ、広葉樹萌芽、灌木、維草類にぐらべて伸長が知

そいため、地床植生の繁茂する更新地においては被圧により生育を阻害されて消失するもの

が多ぐ、天然更新による成林を困難にする主因と考えられる。 したがつて、この期間に稚樹

刈出、萌芽整理などの保育作業は きわめて重要である。

本試験の目的はミズナラ稚樹の生長が阻害される誇それのある天然更新地に試験地を設定

して、 ミズナラ稚樹に対 して異つた刈 出処理を実施して

つ 樹高生長

2)根 元直径生長

5)枝 張伸長

4)稚 樹消長数

5)作 業功程

に関して分析検討することにより、合理的な稚樹刈出作業法を追求することにある。そこで、

第1段 階としては広葉樹崩芽、灌木k・よび大型雑草類の繁茂する5～5年 生の ミズナラ孔状

天然更新地について分析、検討して本目的に資するものとする。

2.試 験地概要

本試験地は昭和40年8月 上旬、本演習林南部の二次林作業区域 に属する第1林 班の ミズ

ナラ暴領木の孔状伐採により、疎開された林地に生 じた5～5年 生の ミズナラがほとんど"r

占める天然更新地に設定 した。なお、土壌は火山系腐植質土壌が大部分で、地床植生は主と

してエ ゾミヤコザサであり、海抜200～500mの 間にあつて、山腹の約15。～2〔肋 南

斜面に位置 している。つ ぎに本試験地の概要を示せば第12表 のとおりである。



彦湾12彦 乏 試 験 ナ也 概 要

本試験は4方 法○刈出処理 を実施 し、前述の 樹高生長、根元直径 生長等に関 して、Rand--

0飢 鎗aDesignに よ む分散分 析す るものであi]、Pietの 形 状お よびpiot配 置状況

はつ ぎの窮6鍾 ○と避りであるo



第6図 試 験 地 概 況 図

5.実 験 計画

(1)樹 高生長量、根元直径生長tStsよ び枝張伸長量

第6図 の ように4B■ock設 定 し、各Blockを そ れぞれ4plotl(分 画 し繰返 し4回 、

刈 出処理4水 準 のRandomizedDesignに よ り分散分析する もの とす る。処理 に

ついてはっ ぎの と冷 りである。

処理1(T1):全 刈 区

ミズナ ラ更新樹のみ を保残 して、ほかの広葉樹萌芽、灌木 および雑草類を除去 し、蔓茎

類 も同時 に除去す る。

処理2(T2):掻 寄筋 筋刈 区

従 来の人工造林地 に詮ける筋刈法 を天然 更新地 に実施 した場合、入工造林地 とちがつて

更新樹 の配置が一定間隔でない ため、地床植生 を除去す る際に保育すべ き更訴樹 を狽傷

させ る危険が大 きい。 さ らに、従来の筋刈法は一時的であれ生立密度を疎開せ しめるた

め、板張O少 ない通直な形質生長の促進上、 ことに対象が広葉樹であるか ら必ず しも有

利 とはい えない。 そ こで、更所筋はそ のまま改意 しほか○植生 を競合 して 倶旺 効果 を受

け なが ら生長 してゆ ぐことを期1寺 し、 両更訴筋問O掻 寄筋は ミズナラ○更薪樹○有無 に



かかわらず一律に筋刈するQな お、筋刈 巾は1.5mと す る。

処理5(T5):更 新 筋筋刈区

従 来冷 こな われていた筋刈で、 更新筋内 にあ るミズナ ラ更新樹 を保残 し、ほかの地床植

生 を除去す る。 なts、 筋刈「口は1.51nと す る。

処理4(T4):無 処理区(対 照区)

(2)稚 樹 消失数

設定 当初のha当 り成立本数か ら測定時のha当 り成立本数 を減 じたha当 り消失数 について

樹 高生長量等 と同一の繰返 し4回 、刈出処理4水 準 のRandOmizedDesignに よ り

分 散分析 し、さ らに本 数減少 曲線等 について検討す るもの とす る。

(3)作 業 功程

本 試験地 の場合、面 積が小さ ぐ作業期 間が1日 のみで適確 な功程 を調査する ことができ

ず、 これ にっいては今後別の試験地で調査す る予定である。

4.測 定方法

(1)樹 高、根元直径;5・よび枝張半径

各P■otか ら形質等の均一性にとむ平均的な稚樹を漂本木として、5本 選定 し、それら

について2年 闘隔で測定を実施し得 られた生長量の和をもつてそれぞれの測定値として用

いるものとする。

樹高測定はポールを用いて伽単位で測定し、根元直径測定は地上10cm高 の直径を根元

直径として直径巻尺 を用いて襯単位で測定する。つ ぎに枝張測定は更新樹枝条の水平的拡

がりを対象として、各更訴樹 につき最大の枝張半径とそれから左廻 りに直角の位置にある

枝張半径を伽単位で測定し、それの平均校張半径で表わすものとする。

(2)稚 樹消失政お よび頚喋 功程

椎樹消失数は4年 間隔で毎木調査 してha当 り消矢本数を算出するものとし、作業功程は

本試験では面積が小さぐ作業期間が1日 のみで適確な功程を調査することができず・これ

についての測定は今後、ほかの更盾地において調査する予定である。

5.測 定 結果



設定時に冷け る稚樹成立本数は第 重2駐 の と聯 りでちるか ら、 ここでは省 ぐもの とし、設

定時 に冷ける腰本木O測 定績果 と平均値 と して示す とつ ぎD第13表 の とお りで ある。

第t5表 標 本 木 測 定 結 果

6標 本木抽出結果の検討

本試験における樹 高、根元直径知よび枝張については測定作業D簡 階化のため、漂本木

を無作為に抽出してその榊 ≦木の各翻走値によつて分教分析するも○としたか、果して漂本

木が適切に佃出されたかとうかを樹高、根元直径壽よび枝張直径について分析、倹討 した。



第15表 の各測定値 を用いてRandom...1zeaDesignに よ り分散分析 した結果 は、第14、

15、16表 の とifO・りであるc

第14表 根本 直径測定値 と分散分析結果

第15表 樹 高測 定 値 と分散 分析 結 果

第36表 枝張半径湖定値と分散分析結果

第 喋4、15、16表 の分析結果か ら樹高、根元匿径 冷よび枝張 直径のいずれ におい ても、

処理項ti5・よびB10ck項 に有意差 は認め られない。 したがつて、抽 出された標本木 は適切で



設定時においていずれも同一条件下にあることか明らかになり、今後の生長結果を比較、検

討してもさしつかえない。

V枝 打 試 験

1.目 的

本試験の目的は ミズナ ラニ次林に対 して、同一枝打処理を実施し、

1)材 積生長量

2)樹 高生長量

3)直 径生長量

4)樹 幹の形率(完 満度)

5)切 口の癒合率

6)側 枝の発生量

に関しそれぞれ令級別、疎密度別に分析、検討して

1)枝 打実施の適切な林令範囲の判定

2)具 体的な枝打技術の確立

を図ることにある。

2.試 験地概要

本試験はFactoria■Designに より、同一枝打処理を実施 して、樹高生長量、直径

生長量、材積生長量、切口の癒合率、樹幹の形率齢よび側枝発生量を令級別、疎密度別に分

散分析するものとし、試験区は令級に6水 準、さらに各令級において疎密度に4水 準設定し、

各試験区毎に10本 の供試木を選定 し、うち5本 は枝打を実施、残 り5本 は枝打せず対照木

とする。

ところで、昭和58年7月 、8月 に本演習林内に除伐試験地(強 度除伐区、弱度除伐区、

対照区設定)お よび間伐試験地(強 度間伐区、弱度間伐区、対照区設定)を 設定 しているが、

その両者の うち本枝打試験地として令級於よび疎密度に関して適切に配置されているものが

あるので、新規に試験地を設定せず既設除、間伐試験地にxtstr:て昭和59、40年 の4月 に

枝打試験地設定 したQ試 験地概要は第17表 のとおりである。


